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1 はじめに

宮城県の大豆作付面積は年々増加しており,平成 13

年度大豆作付面積は全国第 2位の %350haと 拡大した。

しかし大豆の生産の現状は,品質低下や低収等により,

交付金がなければ成立することが難しい状況ある。また

販売については,JA系統流通が約 6割 となつており,

それ以外は契約栽培や自給等が占めている。今後も生産

量の増加が予想される県産大豆の,消費拡大を図るため

の一方策として「地産地消の推進」が考えられる。

そこで,地元の大豆加工食品製造業者 (以下,製造業

者という)および学校給食献立作成担当者 (以下,献立

作成者という)の県内産大豆及びその加工食品利用の現

状と今後の意向から,県内産大豆消費拡大の可能性につ

いて検討した。

2 試験方法

アンケー ト調査の対象は,県内の製造業者 191社と県

内小中学校の献立作成者 257名 とした。アンケー ト調査

は,製造業者に対しては平成 14年 2月 に,献立作成者

に対しては平成 13年 12月 に調査用紙を郵送し回収し

た。回収率は前者が 351%,後者が 8115%と なつた。

3 試験結果及び考察

(1)製造業者の県内産大豆利用状況と今後の意向

県内産大豆利用状況については,「計画的に利用して

いる」のは 15業者(224%)で ,「利用しているが計画

的でない」「利用していない」のは 49業者(731%)で あ

った (表 1)。

「計画的に利用している」製造業者の県内産大豆調達

方法については,「組合等が窓日の共同購入」がもつと

も多く,順に「生産者からの直接購入」となつており,

今後の利用については,ほぼ 9割以上が「増加」と答え

ている。利用契機としては,「会社の方針」が多く,県

内産大豆利用を販売戦略としてとらえていることが明ら

かとなつた。

「利用しているが計画的でない」「利用していない」

と答えた製造業者の主な理由は,第 1に「価格が高い」,

以下順に「安定した量が供給されるかわからない」「品

質に不安がある」等があげられ,県内産大豆への信頼性

が低いことが明らかとなつた。しかし,これらの理由が

解消した場合は,ほぼ 8割の製造業者が県内産大豆を利

用するとの前向きの意向を持つていた (図 ,表 2)。

また,県内産大豆の利用条件として,前記した内容の

他に「用途別品種の作付」「収穫直後の販売」「生産履歴

添付」「産地生産者別価格の設定および補助金のしくみ

の改正」「販売ルー トの確立」「生産物情報の提供」等と

いった「顔の見える生産および仕組みづくり」を要望し

ていた。

(2)献立作成者の県内産大豆加工食品の利用状況と

今後の意向

県内産大豆加工食品を,「計画的に利用している」と

回答したのは 31名 (15%)で ,「利用しているが計画的

でない」「利用していない」と回答したのは 176名 (85%)

でぁった (表 3)。

また,給食提供数では,「計画的に利用している」の

は,2C10人 未満層の小規模校の割合が高く,「利用して

いない」のは 300人以上層にみられた。

「計画的に利用している」場合の今後の利用について

は,「増加」「現状維持」となつており,県内産大豆加工

食品利用への意向は強かつた。

また,学校給食での利用契機は,役場等からの働きか
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けが多いが,献立作成者が生産者に声掛けをして始まつ

た場合もあり,食農教育の実施により,地産地消への動

きが双方から徐々に出てきていると考えられた。

一方,「利用しているが計画的でない」「利用していな

い」と回答した主な理由としては,第 1に「注文したく

ともどこに頼んでよいかわからない」,以下順に「安定

した量が供給されるかわからない」「価格の面で高い」

であつたが,この理由が解消すればほぼ全体の 9割が利

用したいと前向きに考えており,特に「利用していない」

と回答した場合に,その意向が強かつた (表 4,5)。

4 まとめ

県内の製造業者と献立作成者の県内産大豆及びその加

工食品の利用については,双方とも前向きに考えている

ものの,そのためには現在の高価格,低品質及び販売ル

ー トの不明確さ等に問題があり,それらを早急に解決す

ることが今後の消費拡大への可能性を高めると考えられ

た。

表 1県 内産大豆利用状況
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注)大 豆加工食品製造業者 67業者

表 2「利用していない」等の理由解消後の製造業者の利用意向

回答数  割合

すべて利用してもよい
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8  16 3%

24  49 0%

5  10.2%

7  14 3%
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合計                 49 1000%

注)「利用しているが計画的でない」「利用していない」と回答

した大豆加工食品製造業者 49業者
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注)「利用しているが計画的でない」「利用していない」と
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注 )「利用しているが計画的でない」「利用していない」と

回答した学校給食献立作成担当者 176名

図 「利用しているが計画的でない」「利用していない」

理由 (49業者:複数回答)
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